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（１／５）■ 三角関数の相互関係 ■

三角関数の相互関係

★知識の整理★

【１】三角関数の符号

・cosθ→点Ｐのχ座標 ・sinθ→点Ｐのｙ座標 ・tanθ→ＯＰの傾き

符号

【２】三角関数の相互関係

sin２θ＋cos２θ＝１

sinθ
tanθ＝

cosθ

１
１＋tan２θ＝

cos２θ

【３】sinθの値からcosθ，tanθの値を求める方法

(cosθの値から求める場合も同様)

① sin２θ＋cos２θ＝１ にsinθの値を代入し，cos２θの値を計算する。

② 角のある象限と符号に注意してcosθの値を求める。

sinθ
③ tanθ＝ に sinθ，cosθの値を代入し，cos２θの値を求める。

cosθ

【４】tanθの値からsinθ，cosθの値を求める方法

１
① １＋tan２θ＝ にtanθの値を代入し，cos２θの値を計算する。

cos２θ

② 角のある象限と符号に注意してcosθの値を求める。

③ sin２θ＋cos２θ＝１ にcosθの値を代入し，sinθの値を求める。
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０

χ

ｙ
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＋ ＋

－ －

－ ＋
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（２／５）■ 三角関数の相互関係 ■

★解法の技術★

角θとsinθ，cosθ，tanθのうち１つの値が次のように与えられたとき，他の２つ

の値を求めなさい。

(1) sinθ＝ (π≦θ≦ ) (2) tanθ＝－ (θは第４象限の角)

sinθ １
【考え方】 sin２θ＋cos２θ＝１， tanθ＝ ， １＋tan２θ＝

cosθ cos２θ

［答 案］

(1) cos２θ＝１－sin２θ (2)

cos２θ＝１－( )２＝ ＝１＋(－ )２＝７

π≦θ≦ のとき，cosθ＜０だから これを解くと，cos２θ＝

cosθ＝ θが第４象限の角のとき，cosθ＞０

だから，cosθ＝

tanθ＝

＝ ÷( ) sin２θ＝１－cos２θ

＝ ＝ sin２θ＝１－ ＝

よって，tanθ＝ θが第４象限の角のとき，sinθ＜０

だから，sinθ＝

【注】(2) θに条件がついていないときは，

cosθは±をとり，それぞれにつ

いてsinθの値を求める。
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